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事務局ニュース 
《事務局業務日･時間》月曜日～金曜日(土日･祭日休業) 

午前 9:30～午後 3:30 

  国会請願署名・募金集計 

2月 26日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

皆様のご尽力により、上記署名・募金が集まりました。 

コロナ禍にもかかわらず誠にありがとうございました。 

 

引き続き油断することなく感染対策徹底を 
 

（一社）全国腎臓病協議会 

会長 馬場 享 
 

 「新型コロナ特別措置法」に基づく緊急事態宣言

が 1 月 7 日に 1 都 3 県、同月 13 日には対象地域を

拡大し 11 都府県に対し発令され（2 月 2 日より 10 都

府県）、その期限は 3 月 7 日までとされました。 

 緊急事態宣言解除の有無はまだ決定されていま

せんが、冬から春にかけて気候も緩やかになり、外

出する機会が多くなる可能性があります。 

 感染者数は、一時のピークは過ぎたものの、その

減少数は鈍化しています。また、新型コロナウイルス

感染対策合同委員会（2 月 22 日発表）によれば、東

京都をはじめとする緊急事態宣言の対象地域の一

部では、長期入院を要する病院や高齢者入居施設

などでCOVID-19透析患者のクラスターが複数発生

していると報告されています。 

 皆様におかれましては、引き続き新型コロナウイル

ス感染症対策にお取り組みくださいますよう願いい

たします。 

2021年度の年金支給額改定 
 

 4 月からの年金額（6 月支給）について、障害基礎

年金 2 級および老齢基礎年金（満額支給）は、昨年

度から 0.1％のマイナス改定となり、月額 6 万 5,141

円から月額 6 万 5,075 円（66 円減）になります。減

額となるのは 2017 年度以来 4 年ぶりです。 

 また、国民年金保険料については 70 円増え月額

1 万 6,610 円に引き上げられます。 
 

病　院　名 全腎協 JPA 募金

県 立 中 央 40 49 5,000

富 山 赤 十 字 146 126 7,000

横 田 記 念 210 123 11,000

長 谷 川 71 0 24,900

不 二 越 1,479 951 30,000

元 町 内 科 151 141 6,000

富 山 駅 前 ひ ま わ り 21 24 0

城 南 内 科 87 32 21,996

富 山 協 立 40 30 5,000

政 岡 内 科 146 103 10,000

済 生 会 富 山 31 29 3,000

か み い ち 総 合 484 402 30,000

み か わ 76 32 1,000

う さ か 101 76 17,000

厚 生 連 高 岡 1,009 960 57,000

高 岡 市 民 326 274 20,000

あ さ な ぎ 510 418 60,000

高 陵 391 238 47,000

吉 田 内 科 小 児 科 0 0 0

小 島 506 248 16,500

市 野 瀬 和 田 内 科 88 68 3,000

済 生 会 高 岡 280 224 45,000

泉 が 丘 内 科 1,160 730 38,000

氷 見 市 民 176 148 23,000

中 村 記 念 42 40 10,000

射 水 市 民 60 60 0

河 合 内 科 180 180 9,000

真 生 会 富 山 133 75 5,000

黒 部 市 民 1,124 1,064 70,000

富 山 労 災 149 118 32,000

坂 東 122 113 12,000

厚 生 連 滑 川 20 19 14,100

あ さ ひ 総 合 109 94 12,000

砺 波 総 合 87 86 20,384

北 陸 中 央 189 139 30,000

南 砺 市 民 142 110 19,899

南 砺 中 央 23 17 16,000

個 人 会 員 251 168 20,000

合　計 10,160 7,709 751,779

月額

（2級の1.25倍）

1万6,610円

国民年金保険料

      月額

国民年金（基礎年金）

　　　老齢基礎（満額）

　　　障害基礎（1級）

　　　障害基礎（2級）
6万5,075円
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おくやみ 
 

⚫ 太田 隆平 殿 北 陸 中 央 病 院 享年 84 歳 

⚫ 沢田 節子 殿 富 山 労 災 病 院 享年 76 歳 

⚫ 太田 章一 殿 横 田 記 念 病 院 享年 71 歳 

⚫ 藤坂 昌子 殿 氷 見 市 民 病 院 享年 64 歳 

⚫ 山崎 俊武 殿 高 陵 ク リ ニ ッ ク 享年 84 歳 

⚫ 石 田  清 殿 黒 部 市 民 病 院 享年 72 歳 

⚫ 岡部 政信 殿 かみいち総合病院 享年 80 歳 

⚫ 松下  ツカ 殿 済生会富山病院 享年 74 歳 

⚫ 柞山 善郎 殿 長 谷 川 病 院 享年 68 歳 
 

謹んでご冥福をお祈り致します 

 

今後の予定 
 

⚫ 第 47 回総会 3/21    サンシップ 

⚫ 令和 2 年度末決算監査 4/9      事務局 

⚫ 第 49 回理事会 4/18 富山市総合社会福祉ｾﾝﾀ  ー

⚫ 全腎協理事会 4/24～25  大阪 
 

※今後の状況により中止又は延期する場合があります 

 

第５０次国会請願行動について 
 

 3 月 18 日（木）に国会内集会（東京）を予定して

いましたが、透析患者など基礎疾患を持つ患者は

感染リスクが高いことから、前回の第 49 次同様、

郵送にて各紹介議員（議員会館事務所）へ届ける

ことを基本に請願を行うことになりました。 

 皆様が集めてくださった署名は 3 月 25 日（木）

目途に全腎協から送られます。 

 

第４８回理事会 
 

 2 月 14 日（日）サンシップ 703 号室において開

催され、理事 11 名、監事 2 名が出席しました。 

 理事会では、令和 3 年度事業計画ならびに予算

（案）が承認され、3 月 21 日（日）の第 47 回総会

に付議されます。 

 

大雪による透析への影響について 
 

 1 月 7 日（木）から 11 日（月）にかけて降り続いた大

雪で、透析患者でも通院が困難になるなどの影響が

出ました。 

 本会では県内の 44 透析施設を対象に調査をした

ところ、大雪で予定していた透析が受けられなかった

患者は、16 施設 47 人（その内 1 人は救急搬送され

る）で、地区別では富山が 30 人と最も多く、次いで新

川 11 人、高岡 6 人でした。これらの患者は翌日もしく

は翌々日に透析を変更しています。 

 また、予定通りの透析を

受けた患者の中にも、開

始時間が遅れた事例が

多くありました。 

 詳細は会報「とみじん」

第 118 号（3 月下旬発行）

に掲載しています。 

 

腎臓移植希望登録の更新はお済みですか 
 

 令和 2 年 3 月 31 日以前に腎臓移

植希望登録された方には、日本臓

器移植ネットワークから更新手続き

のお知らせが届いている時期です。 

 書類の案内に従って令和 3年 3月 

31日（水）までに手続きを済ませてください。 

 返送期限までに手続きが行われない場合は、更新

の意思がないものとして扱われますのでご注意くださ

い。 

 

５０周年記念誌発刊 
 

 当初の予定から 9 ヶ月延長しご迷惑をおかけし

ましたが 3 月上旬に発刊の運びとなります。 

 記念誌編集にあたり、ご寄稿くださった方々なら

びに透析施設の皆様に心より感謝申し上げます。 


